
人參
泉鏡太郎

青空文庫





　
京
師





の
張
廣
號










は
、
人
參






の
大
問
屋







で
、
聞



え
た
老
鋪





。
銀
座





で
一
番






、

と
云

ふ
づ
ツ
し
り
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
一
日





の
事



で
、
十
八
九
の
一
人





の
少
年






、
馬



に
打
乘





り
、
荷
鞍





に
着

け
た
皮



袋




に
、
銀
貨






を
ざ
く
〳
〵
と
鳴



し
て
來

て
、
店
頭






へ
翻
然





と
降

り
、
さ
て
人



參


を
買

は
う
と
云

ふ
。

　
馬



に
銀
袋






を
積

ん
で
來

た
く
ら
ゐ
、
人
參






の
價
値





は
思



ふ
べ
し
で
あ
る
。
が
、

一
寸






素
人






に
は
相
場





が
分



ら
ぬ
。
ひ
そ
か
に
心

覺








に
因

る
と
、
我
朝






に
て
も

以
前





か
ら
、
孝
行






な
娘





が
苦
界





に
沈



ん
で
、
浮
川
竹








の
流





の
身

と
成

る
の
は
、

大
概






人
參






。
で
、
高
尾





、
薄
雲






、
芳
野





な
ど
云

ふ
絶
世






の
美
人





の
身
代
金








、
即





ち
人
參






一

兩







の
値





は
、
名
高





い
遊
女






一
人






に
相
當






す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
蓋



し
容
易





な
わ
け
の
も
の
で
は
な
い
。

　
何



と
！
　
處





で
其

の
少
年






は
、
人
參






百

兩








を
買

は
う
と
云

ふ
。
果



せ
る
哉



、

銀
貨






を
馬



に
積

ん
で
居

る
か
ら
、
金
慣





れ
た
旦
那





、
物



に
動



ぜ
ぬ
番
頭






、
生
意





氣
盛






の
小
僧





ど
も
ま
で
、
ホ
ツ
と
云

つ
て
目

を
驚





か
し
て
、
天



か
ら
降

つ
て
來

た
や
う
に
、
低
頭
平
身










し
て
、

「
へ
え
〳
〵
、
へ
え
。
」

　
扨

て
、
芬



と
薫



り
の
高



い
抽
斗






か
ら
、
高
尾





、
薄
雲






と
云

ふ
一
粒
選








の
處





を

出

し
て
、
ず
ら
り
と
並



べ
て
見

せ
る
と
、
件





の
少
年






鷹
揚






に
視

て
居

た
が
、

「
お
店



の
方



。
」

「
は
ツ
。
」

「
實



は
何



で
す
。
私





の
主
人






と
言

ひ
ま
す
の
が
、
身
分
柄







に
も
似

合

は
な
い
、

せ
ゝ
ツ
こ
ま
し
い
人



で
し
て
ね
。
恁

う
し
て
買

つ
て
參



り
ま
す
品
物






が
氣

に
入

ら
な
い
と
、
甚



い
ん
で
す
ぜ
、
そ
り
や
、
踏

ん
だ
り
、
蹴

つ
た
り
、
ポ
カ
〳
〵

で
さ
。

我
又
不
善
擇
人
參
可
否
























。
此

の
通



り
、
お
銀



に
間
違






は
無

い
ん
で

す
か
ら
、
何

う
で
せ
う
、
一



ツ
人
參






を
澤
山






持

つ
て
、
一
所






に
宿



ま
で
來

て
下



さ
い
ま
せ
ん
か
。
主
人






に
選

ら
せ
り
や
、
い
さ
く
さ
な
し
、
私





を
助



け
る
ん
で

す
、
何

う
で
せ
う
。
」

　
一
議





に
及



ば
ず
、
旦
那





以

爲

然











が
、
何
分






大
枚






の
代
物






で
あ
る
か
ら
、

分
別






隨
一






と
云

ふ
手
代





が
、
此

の
使





を
承





る

。
と
旦
那





も
十
分






念


を
入

れ
て
、

途
中





よ
く
氣

を
つ
け
て
、
他
人





に
は
指



も
さ
ゝ
せ
る
な
。
こ
れ
だ
け
の
人
參






、

一
人






觸


つ
て
一
舐





め
し
て
も
大
抵






な
病

人







は
助



か
る
。
で
、
そ
れ
だ
け
代
物






が
減

る
、
合
點






か
。

　
も
う
、
其

處

等

に
如
才






は
ご
ざ
り
ま
せ
ん
、
と
お
手
代





。
こ
ゝ
で
荷
鞍





へ
、

銀
袋






と
人
參






の
大

包







を
振
分





け
に
、
少
年






が
ゆ
た
り
と
乘

り
、
手
代





は
、
裾



短




な
羽
織





の
紐



を
し
や
ん
と
構



へ
て
、
空
高






き
長

安







の
大
都





を
行

く
。

　
や
が
て
東
華
門








に
至



る
と
、
こ
ゝ
に
、
一
大
旅
店










、
築
地





ホ
テ
ル
と
言

ふ
構



へ
の
が
あ
る
。
主
人






は
此

處

に
、
と
少
年






の
導





く
ま
ゝ
に
、
階
子





を
上



つ
て
、

其

の
手
代





は
二
階





の
一
室






、
表

通







り
の
見
晴






と
云

ふ
の
へ
通



る
。

　
他
愛





な
く
頭





が
下



つ
た
と
云

ふ
の
は
、
中
年






の
一
個





美
髯





の
紳
士





、
眉



に
お

の
づ
か
ら
品
位





の
あ
る
の
が
、
寶
石






を
鏤





め
た
藍



の
頭
巾





で
、
悠
然






と
頤



の
其

の
髯



を
扱



い
て
居

た
。

「
お
手
代





、
大
儀





ぢ
や
。
」

「
は
ツ
、
初



め
ま
し
て
お
目
通





り
を
仕




り

ま
す
。
へ
え
、
今
度






は
ま
た
格
別






の

御
註
文







仰


せ
つ
け
ら
れ
ま
し
て
、
難
有






い
仕
合





せ
に
ご
ざ
り
ま
す
。
へ
え
、
へ

え
、
早
速






こ
れ
へ
持
參





い
た
し
ま
し
た
人
參






、
一
應






御
覽
下







さ
り
ま
す
る
や
う
、

へ
え
。
」

　
以
前





の
少
年






も
手
傳





つ
て
、
こ
れ
か
ら
包





を
解

い
て
、
人
參






を
卓
子






一
杯






に

積
上





げ
る
。
異
香





室
内






に
滿

つ
　
　
で
、
尊





さ
が
思
遣






ら
れ
る
。

　
處





へ
、
忽





ち
、
門

外







、
か
ら
〳
〵
と
車





の
音



、
ヒ
ヽ
ン
と
馬



の
嘶





く
聲



。

3



　
正
午
頃







の
大



ホ
テ
ル
、
秋

冷







か
に
寂



と
し
た
中



へ
、
此

の
騷

々







し
さ
。

病

人







の
主
人






、
フ
ト
窓



か
ら
下



を
覗



く
と
、
急



に
眉



を
顰



め
て
、

「
童
子





。
」

　
と
少
年






を
呼

ん
だ
の
は
豪



い
が
、
些

と
慌




し

さ
う
な
言
語






で
、

「
こ
れ
、
何



が
來

た
。
そ
れ
、
な
、
病
氣






ぢ
や
に
因

つ
て
お
目

に
は
懸



ら
れ
ぬ

と
言

ふ
の
ぢ
や
。
」

「
畏




り

ま
し
た
。
」

　
ト
ン
〳
〵
と
階
子





を
靴



で
、
靜





に
、
…
…
し
か
し
少
年






は
急



い
で
下

り
る
。

　
主
人






聲


を
密



め
て
、
手
代





に
、

「
い
や
、
些

と
其

の
な
、
商

業







の
取
引
上









、
俺



に
貸
金






の
あ
る
も
の
が
參



つ
た
で
。
恥





し
い
わ
、
は
、
は
。
」

　
と
笑



つ
て
、

「
二
階





へ
上



ら
せ
て
は
些

と
面
倒






、
と
云

ふ
の
が
、
恁

う
し
て
人
參






を
買

ふ
處





を
見

ら
れ
る
と
、
都
合





が
惡



い
の
で
、
金

子

を
渡



さ
ぬ
わ
け
に
行

か
ぬ
ぢ
や
。

…
…
は
、
は
、
大
目





に
見

や
れ
さ
。
」
と
仰
向





け
に
椅

子

に
凭

る
。

「
い
え
、
も
う
、
誰
方
樣







も
其

處

が
お
懸
引






で
い
ら
つ
し
や
り
ま
す
、
へ
え
。
」

と
眞

面

目

で
居

る
。

　
少
年






が
引
返






し
た
。
が
、
大





に
弱



つ
た
顏



を
し
た
、
「
内

證







で
婦
人





な
ど

お
戲





れ
で
、
そ
れ
で
座
敷





へ
通



せ
ぬ
の
で
あ
ら
う
。
其

の
儀

な
ら
尚



の
事



、
斷



て
と
お
つ
し
や
る
。
旅
店






の
若



い
衆



も
押
返






す
や
う
に
お
留

め
申



し
て
は
居

り

ま
す
が
、
手
足





を
掉

つ
て
お
肯
入





れ
な
く
、
靴



で
蹴

飛

ば
し
て
い
ら
ツ
し
や
い

ま
す
。
」

「
困



つ
た
の
。
」

　
と
爰



に
於



て
、
色



を
變

へ
て
、
手
代





に
向



ひ
、
一
倍






低
聲





で
、

「
些

と
縁
續






き
の
も
の
だ
け
に
、
益
々






以

つ
て
然

う
捻

ぢ
ら
れ
て
は
難



か
し
い
。

…
…
何



し
ろ
此

處

へ
通



し
て
は
成

ら
ぬ
で
。
俺



が
下

室

へ
行

つ
て
逢

つ
て
來

よ

う
。
が
、
つ
む
じ
曲



り
ぢ
や
、
強

つ
て
上



つ
て
來

ぬ
と
も
限



ら
ぬ
。
念



の
た
め
、

此

處

に
、
竹
行
李







が
あ
る
。
ソ
レ
、
錠





も
下

り
る
わ
。
早



く
其

の
人
參






を
中



へ

入

れ
て
、
お
主



、
天
川
屋







と
云

ふ
處





で
、
の
つ
し
と
腰



を
掛

け
て
番



を
し
て
居

て
く
れ
い
。
宜

い
か
、
宜

い
か
な
。
」

　
で
、
病

人







と
あ
つ
て
、
蹌
踉






と
樓





を
下



る
。

「
旦
那





、
お
危





う
ご
ざ
り
ま
す
。
」
と
少
年






は
其

の
後





へ
、
腰



を
抱



く
や
う
な

手

つ
き
で
從





ふ
。

　
戸
外





が
近



い
か
ら
、
二
階





に
殘



つ
た
手
代





の
耳



に
も
よ
く
聞



え
る
。
一



つ
二



つ
下

室

で
、
言
葉





を
交



し
た
、
と
思



ふ
と
、
怒

鳴

る
、
喚



く
、
果



は
、
ど
た
〳

〵
の
取
組
合








。
何

處

へ
な
だ
れ
懸



つ
た
や
ら
、
が
ら
ん
、
が
ら
ゝ
ん
と
云

ふ
響





。

　
や
が
て
、
ホ
テ
ル
は
寂

然

と
し
て
、
遠



く
で
馬



の
嘶





く
の
が
聞



え
る
。
窓



の

外


を
赤
蜻
蛉







。

　
竹
行
李







に
腰



を
掛

け
て
、
端
坐





し
た
人
參






お
手
代





、
端
坐





だ
け
に
尚

ほ
間

が

拔

け
る
。

「
は
て
な
。
」
と
は
じ
め
て
氣

が
着

い
て
、
主
人





が
渡



し
て
行

つ
た
鍵



を
ガ
ツ

チ
リ
、
狼
狽
眼









で
開



い
て
見

る
と
、
這

は
如
何





。
箱



の
底



か
ら
、
階

下

の
廊

下


が
見
通





し
で
あ
つ
た
。
行
李





は
、
元

來







の
底



な
し
で
、
今



の
ど
た
ば
た
の

音


に
紛



れ
て
、
見
事





、
天

井







を
切

つ
て
、
人
參






を
拔

い
た
も
の
。

　
い
や
、
其

の
時



の
手
代





の
樣
子





が
、
井

戸

に
落



し
た
音



の
や
う
で
、
ポ
カ
ン

と
し
た
も
の
で
あ
つ
た
、
と
云

ふ
。
さ
て
〳
〵
油
斷





は
成

ら
ぬ
世

の
中



。

　
次
手





に
と
ぼ
け
た
の
が
あ
る
。
江

戸

の
掏

兒

は
、
人



の
下

駄

を
脱

が
す
と
聞

く
が
、
唐
人






だ
け
に
穿

い
て
居

る
靴



を
脱

が
さ
れ
て
、
剩




へ

屋

根

へ
上

げ
ら
れ

た
、
と
云

ふ
の
が
一



つ
。

　
む
か
し
唐
土






長

安







の
ハ
イ
カ
ラ
、
新





し
い
買



た
て
の
靴



で
、
キ
ユ
ツ
〳
〵

4人參



な
ど
と
や
り
、
嬉



し
さ
う
に
、
爪
先






を
見

て
、
ニ
ヤ
〳
〵
と
町



を
通



る
。

　
一
人






づ
い
と
行
逢





ひ
、
袖



を
捲

い
て
、
長



く
揖



し
、
靴



ど
の
が
手

を
、
ひ
し

と
握



つ
て
、

「
や
ア
、
お
珍





し
い
。
何

う
も
、
し
ば
ら
く
、
何



と
も
御

不

沙

汰

、
大

將







何

う
で
す
、
御
景
氣









は
。
」

　
と
立
續






け
る
。
靴



を
着

け
た
る
も
の
、
固



よ
り
見

も
知

ら
ぬ
男





で
あ
る
か
ら
、

も
の
を
も
言

は
ず
呆



れ
て
立

つ
た
は
其

の
筈



で
。

　
揖



す
る
も
の
、
く
わ
つ
と
成

つ
て
、

「
笑



か
し
や
が
ら
あ
。
新



ら
し
い
靴



を
穿

い
た
と
思



つ
て
、
異



う
俺



つ
達

を
他

人


に
し
や
が
る
。
へ
ん
、
止

し
て
く
ん
ね
え
。
」

　
と
言

ふ
が
否



や
、
靴



ど
の
が
被



つ
た
帽
子





を
引
捻






つ
て
取

つ
た
と
思



ふ
と
、

片
側
町








の
瓦
屋
根







の
上



へ
、
ス
ポ
ン
と
投

げ
て
、

「
状



あ
見

や
が
れ
。
」
と
後



を
も
見

ず
、
肩



を
怒



ら
し
て
、
肱



を
張

つ
て
、
す

た
〳
〵
去

る
。

　
新
靴






は
、
き
よ
と
ん
と
し
て
、

「
は
ア
、
醉
漢






や
。
」
と
呟





い
て
、
變



な
顏



し
て
屋

根

を
見

て
居

る
。
此

の
姿





が
、
例



の
唐
人






だ
け
に
面
白






い
。

　
處





へ
又



、
通



り
か
ゝ
つ
た
も
の
が
あ
る
。

「
も
し
、
飛

ん
だ
目

に
お
逢

ひ
な
さ
い
ま
し
た
ね
。
今



の
奴



は
何



て
惡
戲






を
す

る
ん
だ
ら
う
、
途
法





も
な
い
。
い
や
、
し
か
し
、
烈



し
い
日
中






、
尊
頭






。
」

　
と
記

い
て
あ
る
。
（
尊
頭






）
は
言

ひ
得

て
妙



な
り
。

「
尊
頭






が
堪



り
ま
す
ま
い
。
何

故

屋

根

へ
お
上



ん
な
す
つ
て
お
帽
子





を
お
取

り

な
さ
い
ま
せ
ん
。
」

「
ぢ
や
て
て
、
貴
方





は
ん
、
梯
子





が
お
へ
ん
よ
つ
て
、
ど
な
い
に
も
あ
き
ま
へ

ん
。
」

　
と
言

ふ
。

　
其

の
人



曰


く
、

「
そ
れ
だ
つ
て
、
小
原
女









が
賣

り
に
來

る
の
を
待

つ
て
居

ら
れ
も
し
ま
す
ま
い
。

可

う
が
す
、
肩



を
お
貸

し
申



し
ま
せ
う
。
こ
れ
へ
乘

つ
て
、
廂





へ
か
ゝ
つ
て
、

大
屋
根









へ
お
上



ん
な
さ
い
。
」

着
靴
者
感
謝














。

「
お
い
來

た
。
」
と
氣
輕





に
踞





む
、
其

の
男





の
肩



へ
、
づ
か
と
遣

る
と
、
忽





ち

怒


つ
た
。

「
串

戲







ぢ
や
な
い
。
汝





、
靴



が
惜



け
り
や
、
俺



だ
つ
て
衣
服





が
惜



い
や
。
い

く
ら
新





し
い
靴



だ
つ
て
泥



が
つ
い
て
ら
、
氣

を
つ
け
ね
え
か
。
」
と
、
け
ぐ
め

を
啖



は
す
。

　

着
靴
者
慙
謝














、
と
あ
る
。
こ
れ
は
慙
謝






は
當

然







で
あ
る
。

　
其

處

で
薄
汚






れ
た
襪




に

成

つ
て
、
肩



か
ら
廂





へ
、
大
屋
根









へ
這
上






つ
て
、
二

百
十
日
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底
本
：
「
鏡
花
全
集
　
巻
二
十
七
」
岩
波
書
店

　
　
　1942
（
昭
和17

）
年10

月20

日
第1

刷
発
行

　
　
　1988
（
昭
和63

）
年11

月2

日
第3

刷
発
行

※
題
名
の
下
に
あ
っ
た
年
代
の
注
を
、
最
後
に
移
し
ま
し
た
。

※
表
題
は
底
本
で
は
、
「
人
參
《
に
ん
じ
ん
》
」
と
ル
ビ
が
つ
い
て
い
ま
す
。

入
力
：
門
田
裕
志

校
正
：
川
山
隆

2011

年8

月6

日
作
成

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w
w

.

aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま
し
た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た
の
は
、
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ン
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ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
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